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当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／債券
信 託 期 間 2008年10月15日から無期限です。
運 用 方 針 安定した収益の確保と中長期的な信託財産の成長をめざして運用を

行います。

主要投資対象
Ｄ Ｉ Ａ Ｍ 高 格 付
外 債 フ ァ ン ド

「国際機関債」および「海外国債等」を実質的
な主要投資対象とします。

国 際 機 関 債
マ ザ ー フ ァ ン ド 「国際機関債」を主要投資対象とします。

運 用 方 法

当ファンドは、国際機関債マザーファンド受益証券を通じて実質的
に「ＡＡＡ格の国際機関債」に、また直接「ＡＡＡ格の海外国債
等」に、それぞれ投資することにより、信用リスクを回避しつつ相
対的に高い利回りと為替益の獲得をめざして運用を行います。
国際機関債マザーファンドは、主として新興国通貨建て国際機関債
に投資します。これらの債券は新興国の通貨建てで発行されます
が、その信用力は当該新興国ではなく発行体である国際機関に依存
します。
「国債等」には、国債のほかソブリン債を含みます。
実質的な投資対象である国際機関債および国債は、当初組入時にお
いて最高位の信用格付であるＡＡＡ格（Ｓ＆Ｐ社）／Ａａａ格
（Moody's社）を取得している（ただし、両社が格付を付与して
いる場合には、どちらか高い方の格付を基準）ものに限ります。保
有する債券の格付が格下げにより上記基準を満たさなくなった場合
は、当該債券を速やかに売却するものとします。
国際機関債マザーファンド受益証券への投資を通じて投資する
「ＡＡＡ格の国際機関債」と、直接投資する「ＡＡＡ格の海外国債
等」の時価金額比率は、おおむね２：１程度とします。
実質的な投資対象通貨数は原則として６～10通貨程度とします。
これら投資対象通貨の選定にあたっては、主に中短期の金利水準に
着目しますが、流動性、投資通貨規制等も総合的に勘案します。
実質組入外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジは
行いません。

組 入 制 限
マザーファンド受益証券への投資割合には、制限を設けません。
株式への実質投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とし
ます。
外貨建資産への実質投資割合は、制限を設けません。

分 配 方 針

決算日（原則として毎月19日。休業日の場合は翌営業日。）に、
経費控除後の利子配当等収益および売買益（評価益を含みます。）
等の中から、基準価額水準、市況動向等を勘案して分配金額を決定
します。ただし、分配対象額が少額の場合は分配を行わない場合が
あります。

 <運用報告書に関するお問い合わせ先>
コールセンター：0120-104-694
受付時間：営業日の午前９時から午後５時まで
お客さまのお取引内容につきましては、購入された
販売会社にお問い合わせください。

愛称：トリプルエース
第112期　＜決算日　2018年４月19日＞
第113期　＜決算日　2018年５月21日＞
第114期　＜決算日　2018年６月19日＞
第115期　＜決算日　2018年７月19日＞
第116期　＜決算日　2018年８月20日＞
第117期　＜決算日　2018年９月19日＞

受益者の皆さまへ
　毎々格別のお引立てに預かり厚くお礼
申し上げます。
　さて、「ＤＩＡＭ高格付外債ファン
ド」は、2018年９月19日に第117期の
決算を行いました。ここに、運用経過等
をご報告申し上げます。
　今後とも一層のご愛顧を賜りますよう
お願い申し上げます。

ＤＩＡＭ高格付外債ファンド

運 用 報 告 書（全体版）
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1－　　－

■最近５作成期の運用実績

作 成 期 決 算 期
基 準 価 額

債 券 組 入
比 率

債 券 先 物
比 率

純 資 産
総 額(分配落) 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ 百万円

第16作成期

88期(2016年４月19日) 5,335 45 △0.6 94.4 － 15,058
89期(2016年５月19日) 5,224 45 △1.2 95.3 － 14,516
90期(2016年６月20日) 5,148 45 △0.6 94.8 － 14,098
91期(2016年７月19日) 5,284 45 3.5 92.8 － 14,300
92期(2016年８月19日) 5,060 45 △3.4 93.9 － 13,502
93期(2016年９月20日) 5,063 35 0.8 94.9 － 13,382

第17作成期

94期(2016年10月19日) 5,199 35 3.4 95.5 － 13,473
95期(2016年11月21日) 5,240 35 1.5 94.6 － 13,330
96期(2016年12月19日) 5,517 35 6.0 94.1 － 13,763
97期(2017年１月19日) 5,515 35 0.6 94.6 － 13,554
98期(2017年２月20日) 5,592 35 2.0 94.4 － 13,422
99期(2017年３月21日) 5,593 35 0.6 93.5 － 13,230

第18作成期

100期(2017年４月19日) 5,325 35 △4.2 94.2 － 12,506
101期(2017年５月19日) 5,215 35 △1.4 95.5 － 12,131
102期(2017年６月19日) 5,393 35 4.1 94.3 － 12,408
103期(2017年７月19日) 5,556 35 3.7 95.7 － 12,618
104期(2017年８月21日) 5,412 35 △2.0 96.5 － 12,190
105期(2017年９月19日) 5,529 35 2.8 95.9 － 12,355

第19作成期

106期(2017年10月19日) 5,467 35 △0.5 95.3 － 12,139
107期(2017年11月20日) 5,201 35 △4.2 94.6 － 11,370
108期(2017年12月19日) 5,280 35 2.2 95.0 － 11,420
109期(2018年１月19日) 5,344 35 1.9 95.3 － 11,552
110期(2018年２月19日) 5,120 35 △3.5 94.3 － 10,903
111期(2018年３月19日) 4,935 35 △2.9 94.1 － 10,458

第20作成期

112期(2018年４月19日) 4,952 35 1.1 95.1 － 10,379
113期(2018年５月21日) 4,665 35 △5.1 95.3 － 9,697
114期(2018年６月19日) 4,507 35 △2.6 94.5 － 9,235
115期(2018年７月19日) 4,533 35 1.4 95.7 － 9,172
116期(2018年８月20日) 4,098 35 △8.8 95.8 － 8,176
117期(2018年９月19日) 4,025 35 △0.9 95.1 － 7,784

（注１）基準価額の騰落率は分配金込みです。
（注２）当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。
（注３）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。
（注４）当ファンドのコンセプトに適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指標を定めておりません。
（注５）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。

ＤＩＡＭ高格付外債ファンド

CS5_18458536_02_os7One_DIAM高格付外債F_運用実績.indd   1 2018/11/09   15:48:33



2－　　－

■過去６ヶ月間の基準価額の推移

決 算 期 年 月 日 基 準 価 額 債 券 組 入
比 率

債 券 先 物
比 率騰 落 率

第 112 期

（期　首） 円 ％ ％ ％
2018 年 ３ 月 19 日 4,935 － 94.1 －

３ 月 末 4,949 0.3 94.2 －
（期　末）
2018 年 ４ 月 19 日 4,987 1.1 95.1 －

第 113 期

（期　首）
2018 年 ４ 月 19 日 4,952 － 95.1 －

４ 月 末 4,912 △0.8 94.6 －
（期　末）
2018 年 ５ 月 21 日 4,700 △5.1 95.3 －

第 114 期

（期　首）
2018 年 ５ 月 21 日 4,665 － 95.3 －

５ 月 末 4,591 △1.6 95.0 －
（期　末）
2018 年 ６ 月 19 日 4,542 △2.6 94.5 －

第 115 期

（期　首）
2018 年 ６ 月 19 日 4,507 － 94.5 －

６ 月 末 4,507 0.0 94.9 －
（期　末）
2018 年 ７ 月 19 日 4,568 1.4 95.7 －

第 116 期

（期　首）
2018 年 ７ 月 19 日 4,533 － 95.7 －

７ 月 末 4,487 △1.0 96.1 －
（期　末）
2018 年 ８ 月 20 日 4,133 △8.8 95.8 －

第 117 期

（期　首）
2018 年 ８ 月 20 日 4,098 － 95.8 －

８ 月 末 3,984 △2.8 96.7 －
（期　末）
2018 年 ９ 月 19 日 4,060 △0.9 95.1 －

（注１）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。
（注２）当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。
（注３）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。
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3－　　－

■第112期～第117期の運用経過（2018年３月20日から2018年９月19日まで）

基準価額等の推移

（注１）分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すも
のです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なり
ます。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額は、期首の基準価額に合わせて指数化しています。
（注４）当ファンドはベンチマークを定めておりません。

基準価額の主な変動要因
　米国などを中心とした金融政策の正常化などを背景に主要国に資金還流が起きやすい市場環境となる中、米中貿
易戦争や中国の景気鈍化懸念などが新興国経済の重石となり、新興国資産が全般に弱含んだことから、基準価額は
下落しました。
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（2018.８.20）

第117期末
（2018.９.19）

（億円）（円）

基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）純資産総額（右軸）

第112期首： 4,935円
第117期末： 4,025円
（既払分配金210円）
騰 落 率： △14.5％
（分配金再投資ベース）
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4－　　－

投資環境
　組入対象国の債券市場の利回りは概ね上昇（価格は下落）しました。先進国では、金融政策の正常化などを背景
に、米国やオーストラリアの債券利回りが上昇しました。新興国では、経済的な脆弱性が特に高く、中央銀行への
信認も低下したトルコのほか、インドネシア、ブラジル、南アフリカの債券利回りが上昇しました。

　当ファンドの投資対象通貨は米ドルを除き、対円で下落しました。巨額の経常赤字を抱えて資本流出圧力が強い
トルコリラが大きく下落したほか、相対的に経済的な脆弱性が高い南アフリカランドのほか、ブラジルレアル、イ
ンドネシアルピア、豪ドルが下落しました。一方で、堅調な経済状況や利上げ継続などを背景に、米ドルは上昇し
ました。

ポートフォリオについて
●当ファンド
　国際機関債マザーファンドを通じて実質的に「ＡＡＡ格の国際機関債」に純資産総額の３分の２を投資し、残り
の概ね３分の１は「ＡＡＡ格の海外国債等」の中からオーストラリア国債および米国債にほぼ同額ずつ直接投資し
ました。今期は利回り水準などを考慮し、ニュージーランド国債を全売却し、米国債を新たに組入れました。

●国際機関債マザーファンド
　新興国通貨建て国際機関債の流動性や各国の国債利回りの水準などを考慮し、トルコリラ、ブラジルレアル、イ
ンドネシアルピア、南アフリカランドの各国通貨建て債券の組入れを維持しました。

【運用状況】
○通貨別構成比
前作成期末 当作成期末

ブラジル・
レアル
25.6％

南アフリカ・ランド
5.3％

インドネシア・
ルピア
10.2％

オーストラリア・
ドル
17.3％

ニュージーランド・
ドル
17.4％

トルコ・
リラ
24.2％

ブラジル・
レアル
26.5％

南アフリカ・ランド
6.0％

インドネシア・
ルピア
12.9％

アメリカ・ドル
17.0％

オーストラリア・
ドル
17.3％

トルコ・
リラ
20.4％

※比率は当ファンドが実質的に組入れている有価証券の評価額に対する割合です。
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5－　　－

分配金
　当作成期の収益分配金につきましては運用実績等を勘案し、以下の表の通りとさせていただきました。なお、収
益分配金に充てなかった利益は信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。

■分配原資の内訳（１万口当たり）

項目
第112期 第113期 第114期 第115期 第116期 第117期

2018年３月20日
～2018年４月19日

2018年４月20日
～2018年５月21日

2018年５月22日
～2018年６月19日

2018年６月20日
～2018年７月19日

2018年７月20日
～2018年８月20日

2018年８月21日
～2018年９月19日

当期分配金（税引前） 35円 35円 35円 35円 35円 35円
対基準価額比率 0.70％ 0.74％ 0.77％ 0.77％ 0.85％ 0.86％
当期の収益 28円 25円 22円 26円 23円 21円
当期の収益以外 6円 9円 12円 8円 11円 13円

翌期繰越分配対象額 250円 240円 227円 219円 208円 194円
（注１）「当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下切捨てで算出しているためこれらを合計した額と「当期分配金（税引前）」の額

が一致しない場合があります。
（注２）当期分配金の「対基準価額比率」は「当期分配金（税引前）」の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異な

ります。また、小数点第３位を四捨五入しています。
（注３）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後・繰越欠損補填後の売買益（含、評価益）」から分配に充当した金額で

す。また、「当期の収益以外」は「分配準備積立金」および「収益調整金」から分配に充当した金額です。

今後の運用方針
●当ファンド
　引き続き、純資産総額に対して国際機関債マザーファンドと直接組入れる国債等が概ね２：１となるよう運用を
行う方針です。なお、直接組入れる国債等については、現状のオーストラリア国債および米国債とする方針ですが、
金利水準および市場流動性などから組入対象国については適宜見直しをはかる方針です。中長期的に安定した収益
の積み上げをめざします。

●国際機関債マザーファンド
　世界の主要な国際機関が発行するブラジルレアル、トルコリラ、南アフリカランド、インドネシアルピアの各通
貨建て債券を組入れる方針ですが、金利水準および市場流動性などを考慮しながら組入対象通貨については適宜見
直しをはかる方針です。引き続き、中長期的に安定した収益の積み上げをめざします。
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6－　　－

■１万口当たりの費用明細

項目

第112期～第117期

項目の概要（2018年３月20日
～2018年９月19日）
金額 比率

(ａ) 信託報酬 33円 0.733％ (ａ) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
期中の平均基準価額は4,542円です。

（投信会社） (16) (0.353) 投信会社分は、信託財産の運用、運用報告書等各種書類の作成、基準価
額の算出等の対価

（販売会社） (16) (0.353) 販売会社分は、購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、
口座内でのファンドの管理等の対価

（受託銀行） (  1) (0.026) 受託銀行分は、運用財産の保管・管理、投信会社からの運用指図の実行
等の対価

(ｂ) その他費用 0 0.009 (ｂ) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数
（保管費用） (  0) (0.008) 保管費用は、外国での資産の保管等に要する費用
（監査費用） (  0) (0.001) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用
（その他） (  0) (0.000) その他は、信託事務の処理に要する諸費用

合計 34 0.743
（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果で

す。なお、その他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。
（注２）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

■売買及び取引の状況（2018年３月20日から2018年９月19日まで）
　公社債

第 112 期 ～ 第 117 期
買 付 額 売 付 額

外

国

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル
ア メ リ カ 国 債 証 券 14,358 2,959

(－)
千オーストラリア・ドル 千オーストラリア・ドル

オ ー ス ト ラ リ ア 国 債 証 券 － 4,698
(－)

千ニュージーランド・ドル 千ニュージーランド・ドル
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 国 債 証 券 － 22,276

(－)
（注１）金額は受渡代金です（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
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■利害関係人との取引状況等（2018年３月20日から2018年９月19日まで）
【ＤＩＡＭ高格付外債ファンドにおける利害関係人との取引状況等】
　期中の利害関係人との取引状況

決 算 期 第 112 期 ～ 第 117 期

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ Ｂ／Ａ うち利害関係人
との取引状況Ｄ Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
金 銭 信 託 27 27 100.0 27 27 100.0

【国際機関債マザーファンドにおける利害関係人との取引状況等】
　期中の利害関係人との取引状況

決 算 期 第 112 期 ～ 第 117 期

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ Ｂ／Ａ うち利害関係人
との取引状況Ｄ Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
金 銭 信 託 0.724 0.724 100.0 0.724 0.724 100.0

平均保有割合　100.0％
（注）平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファンドのマザーファンド所有口数の割合。

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当作成期における当ファンドにかかる利害関
係人とは、資産管理サービス信託銀行です。

■親投資信託受益証券の設定、解約状況（2018年３月20日から2018年９月19日まで）
第 112 期 ～ 第 117 期

設 定 解 約
口 数 金 額 口 数 金 額

千口 千円 千口 千円
国 際 機 関 債 マ ザ ー フ ァ ン ド － － 268,189 356,000
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■組入資産の明細
(1) 公社債
(A) 債券種類別開示
　外国（外貨建）公社債

区 分
第 20 作 成 期 末

額 面 金 額 評 価 額 組入比率 う ち Ｂ Ｂ 格
以下組入比率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額 ５年以上 ２年以上 ２年未満

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％
ア メ リ カ 10,800 11,190 1,256,660 16.1 － － － 16.1

千オーストラリア・ドル 千オーストラリア・ドル 千円
オ ー ス ト ラ リ ア 15,500 15,752 1,277,647 16.4 － － － 16.4

千円
合 計 － － 2,534,307 32.6 － － － 32.6

（注１）邦貨換算金額は、作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。
（注２）組入比率は、作成期末の純資産総額に対する評価額の比率であり、小数点第２位を四捨五入しています。

(B) 個別銘柄開示
　外国（外貨建）公社債銘柄別

銘 柄
第 20 作 成 期 末

種 類 利 率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日外 貨 建 金 額 邦 貨 換 算 金 額
（アメリカ） ％ 千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円

US T N/B 8.75 05/15/20 国 債 証 券 8.7500 5,200 5,705 640,779 2020/05/15
US T N/B 1.5 05/15/20 国 債 証 券 1.5000 5,600 5,484 615,881 2020/05/15

小 計 － － 10,800 11,190 1,256,660 －
（オーストラリア） ％ 千オーストラリア・ドル 千オーストラリア・ドル 千円

AUSTRALIAN  5.25 03/15/19 国 債 証 券 5.2500 15,500 15,752 1,277,647 2019/03/15
小 計 － － 15,500 15,752 1,277,647 －
合 計 － － － － 2,534,307 －

(2) 親投資信託残高
第19作成期末 第 20 作 成 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
国 際 機 関 債 マ ザ ー フ ァ ン ド 4,810,880 4,542,691 5,087,813
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■投資信託財産の構成� 2018年９月19日現在

項 目 第 20 作 成 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
公 社 債 2,534,307 32.1
国 際 機 関 債 マ ザ ー フ ァ ン ド 5,087,813 64.5
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 265,743 3.4
投 資 信 託 財 産 総 額 7,887,864 100.0

（注１）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。
（注２）作成期末の外貨建資産の投資信託財産総額に対する比率は、2018年９月19日現在、2,589,070千円、32.8％、国際機関債マザーファンド

は5,084,707千円、99.9％です。
（注３）外貨建資産は、作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、2018年９月19日における邦貨

換算レートは、１アメリカ・ドル＝112.30円、１オーストラリア・ドル＝81.11円、１トルコ・リラ＝17.56円、100インドネシア・ルピ
ア＝0.76円、１ブラジル・レアル＝26.97円、１南アフリカ・ランド＝7.53円、１ユーロ＝131.03円です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2018年４月19日)、(2018年５月21日)、(2018年６月19日)、(2018年７月19日)、(2018年８月20日)、(2018年９月19日)現在

項 目 第 112 期 末 第 113 期 末 第 114 期 末 第 115 期 末 第 116 期 末 第 117 期 末
(Ａ) 資 産 10,493,412,354円 9,804,438,436円 9,347,429,359円 9,279,481,257円 8,277,187,142円 7,887,864,712円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 289,791,911 183,006,680 204,916,239 216,649,130 212,333,244 242,497,805
公 社 債(評価額) 3,487,795,020 3,362,341,950 3,086,591,865 3,039,070,633 2,829,989,119 2,534,307,511
国 際 機 関 債
マザーファンド(評価額) 6,695,061,797 6,223,842,726 6,027,384,228 5,981,483,025 5,182,756,174 5,087,813,932

未 収 利 息 16,657,361 30,820,311 24,263,989 37,725,237 47,355,833 18,965,082
前 払 費 用 － － 3,620,433 3,628,085 3,557,299 2,796,209
そ の 他 未 収 収 益 4,106,265 4,426,769 652,605 925,147 1,195,473 1,484,173

(Ｂ) 負 債 113,968,863 106,785,415 111,655,258 106,587,628 100,934,961 103,006,023
未 払 収 益 分 配 金 73,362,806 72,752,111 71,721,943 70,820,401 69,838,925 67,694,147
未 払 解 約 金 27,693,329 21,066,284 28,890,372 24,721,621 19,804,072 25,785,458
未 払 信 託 報 酬 12,877,454 12,931,595 11,012,692 11,015,429 11,261,115 9,500,395
そ の 他 未 払 費 用 35,274 35,425 30,251 30,177 30,849 26,023

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 10,379,443,491 9,697,653,021 9,235,774,101 9,172,893,629 8,176,252,181 7,784,858,689
元 本 20,960,801,815 20,786,317,701 20,491,983,919 20,234,400,400 19,953,978,623 19,341,184,888
次 期 繰 越 損 益 金 △10,581,358,324 △11,088,664,680 △11,256,209,818 △11,061,506,771 △11,777,726,442 △11,556,326,199

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 20,960,801,815口 20,786,317,701口 20,491,983,919口 20,234,400,400口 19,953,978,623口 19,341,184,888口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 4,952円 4,665円 4,507円 4,533円 4,098円 4,025円

（注）第111期末における元本額は21,189,925,512円、当作成期間（第112期～第117期）中における追加設定元本額は467,071,215円、同解約
元本額は2,315,811,839円です。
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■損益の状況 自 2018年３月20日
至 2018年４月19日

自 2018年４月20日
至 2018年５月21日

自 2018年５月22日
至 2018年６月19日

自 2018年６月20日
至 2018年７月19日

自 2018年７月20日
至 2018年８月20日

自 2018年８月21日
至 2018年９月19日

項 目 第 112 期 第 113 期 第 114 期 第 115 期 第 116 期 第 117 期
(Ａ) 配 当 等 収 益 14,988,430円 15,161,100円 12,998,481円 13,316,625円 13,649,603円 11,666,677円

受 取 利 息 14,706,523 14,850,911 12,678,528 13,054,261 13,387,740 11,389,918
そ の 他 収 益 金 288,541 319,855 330,434 270,522 269,411 283,826
支 払 利 息 △6,634 △9,666 △10,481 △8,158 △7,548 △7,067

(Ｂ) 有価証券売買損益 105,638,385 △524,191,033 △254,550,077 121,804,542 △801,486,125 △74,573,342
売 買 益 120,097,304 2,319,323 25,013,901 132,165,625 4,059,962 31,477,700
売 買 損 △14,458,919 △526,510,356 △279,563,978 △10,361,083 △805,546,087 △106,051,042

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △12,955,087 △13,011,416 △11,085,763 △11,086,617 △11,342,331 △9,560,388
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 107,671,728 △522,041,349 △252,637,359 124,034,550 △799,178,853 △72,467,053
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 △5,806,252,237 △5,675,653,724 △6,139,743,661 △6,339,228,173 △6,155,872,967 △6,768,031,671
(Ｆ) 追加信託差損益金 △4,809,415,009 △4,818,217,496 △4,792,106,855 △4,775,492,747 △4,752,835,697 △4,648,133,328

(配 当 等 相 当 額) (539,760,088) (520,965,400) (493,325,696) (460,944,686) (437,255,415) (402,432,859)
(売 買 損 益 相 当 額) (△5,349,175,097) (△5,339,182,896) (△5,285,432,551) (△5,236,437,433) (△5,190,091,112) (△5,050,566,187)

(Ｇ) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △10,507,995,518 △11,015,912,569 △11,184,487,875 △10,990,686,370 △11,707,887,517 △11,488,632,052
(Ｈ) 収 益 分 配 金 △73,362,806 △72,752,111 △71,721,943 △70,820,401 △69,838,925 △67,694,147

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △10,581,358,324 △11,088,664,680 △11,256,209,818 △11,061,506,771 △11,777,726,442 △11,556,326,199
追 加 信 託 差 損 益 金 △4,823,924,961 △4,838,952,755 △4,818,693,499 △4,793,095,289 △4,774,998,929 △4,675,122,720
(配 当 等 相 当 額) (525,334,404) (500,408,789) (466,807,701) (443,397,788) (415,180,317) (375,490,502)
(売 買 損 益 相 当 額) (△5,349,259,365) (△5,339,361,544) (△5,285,501,200) (△5,236,493,077) (△5,190,179,246) (△5,050,613,222)
繰 越 損 益 金 △5,757,433,363 △6,249,711,925 △6,437,516,319 △6,268,411,482 △7,002,727,513 △6,881,203,479

（注１）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注２）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。
（注３）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。
（注４）分配金の計算過程

項 目 第 112 期 第 113 期 第 114 期 第 115 期 第 116 期 第 117 期
(ａ) 経費控除後の配当等収益 58,852,854円 52,016,852円 45,135,299円 53,217,859円 47,675,693円 40,704,755円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0 0 0 0 0 0
(ｃ) 収 益 調 整 金 539,844,356 521,144,048 493,394,345 461,000,330 437,343,549 402,479,894
(ｄ) 分 配 準 備 積 立 金 0 0 0 0 0 0
(ｅ) 当期分配対象額(a+b+c+d) 598,697,210 573,160,900 538,529,644 514,218,189 485,019,242 443,184,649
(ｆ) 1万口当たり当期分配対象額 285.63 275.74 262.80 254.13 243.07 229.14
(ｇ) 分 配 金 73,362,806 72,752,111 71,721,943 70,820,401 69,838,925 67,694,147
(ｈ) 1 万 口 当 た り 分 配 金 35 35 35 35 35 35
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■分配金のお知らせ
決 算 期 第 112 期 第 113 期 第 114 期 第 115 期 第 116 期 第 117 期

１万口当たり分配金 35円 35円 35円 35円 35円 35円
※分配金を再投資する場合、分配金は税引後自動的に無手数料で再投資されます。

分配金の課税上の取扱いについて
・追加型株式投資信託の分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱

いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
○分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分

配金の全額が普通分配金となります。
○分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払

戻金（特別分配金）、分配金から元本払戻金（特別分配金）を控除した額が普
通分配金となります。

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における受益者毎の
個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額が、その後の受益者毎
の個別元本となります。

《お知らせ》
■信用リスクを適正に管理する方法を規定する所要の約款変更を行いました。

（平成30年６月20日）
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国際機関債マザーファンド
運用報告書

第10期（決算日　2018年９月19日）
（計算期間　2017年９月20日～2018年９月19日）

　国際機関債マザーファンドの第10期の運用状況をご報告申し上げます。

当ファンドの仕組みは次の通りです。
信 託 期 間 2008年10月15日から無期限です。
運 用 方 針 安定した収益の確保と中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行います。
主 要 投 資 対 象 「国際機関債」を主要投資対象とします。

主 な 組 入 制 限 株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。
外貨建資産への投資には、制限を設けません。

■最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 債 券 組 入

比 率
債 券 先 物
比 率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率
円 ％ ％ ％ 百万円

６期(2014年９月19日) 14,737 8.3 95.2 － 21,703
７期(2015年９月24日) 11,270 △23.5 95.4 － 11,509
８期(2016年９月20日) 12,458 10.5 95.4 － 8,851
９期(2017年９月19日) 15,239 22.3 95.5 － 8,253
10期(2018年９月19日) 11,200 △26.5 95.7 － 5,087

（注１）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。
（注２）当ファンドのコンセプトに適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指標を定めておりません。
（注３）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。
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■当期中の基準価額の推移

年 月 日 基 準 価 額 債券組入比率 債券先物比率騰 落 率
（期　首） 円 ％ ％ ％
2017年 ９ 月19日 15,239 － 95.5 －

９ 月 末 15,169 △0.5 95.3 －
10 月 末 14,699 △3.5 94.6 －
11 月 末 14,566 △4.4 94.1 －
12 月 末 15,050 △1.2 93.9 －

2018年 １  月 末 14,917 △2.1 94.5 －
２ 月 末 14,641 △3.9 93.8 －
３ 月 末 14,271 △6.4 93.7 －
４ 月 末 14,223 △6.7 95.1 －
５ 月 末 13,072 △14.2 94.2 －
６ 月 末 12,863 △15.6 93.4 －
７ 月 末 12,888 △15.4 95.7 －
８ 月 末 10,915 △28.4 96.2 －

（期　末）
2018年 ９ 月19日 11,200 △26.5 95.7 －

（注１）騰落率は期首比です。
（注２）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。
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■当期の運用経過（2017年９月20日から2018年９月19日まで）

基準価額の推移
　当期末の基準価額は11,200円となり、前期末に比べ
26.5％下落しました。

基準価額の主な変動要因
　米国などを中心とした金融政策の正常化などを背景
に主要国に資金還流が起きやすい市場環境となる中、
米中貿易戦争や中国の景気鈍化懸念などが新興国経済
の重石となり、新興国資産が全般に弱含んだことから、
基準価額は下落しました。

投資環境
　当ファンドの投資対象債券の利回りは上昇（価格は下落）しました。経済的な脆弱性が特に高く、中央銀行への
信認も低下したトルコのほか、インドネシア、ブラジル、南アフリカの各通貨建て債券の利回りが上昇しました。

　為替市場では、当ファンドの投資対象通貨は、巨額の経常赤字を抱えて資本流出圧力が強いトルコリラが大きく
下落したほか、南アフリカランド、ブラジルレアル、インドネシアルピアが下落しました。

ポートフォリオについて
　新興国通貨建て国際機関債市場の中から利回り水準や市場の流動性などを考慮し、トルコリラ、ブラジルレアル、
インドネシアルピア、南アフリカランドの各通貨建て国際機関債の組入れを維持しました。

第９期末
(2017.９.19)

第10期末
(2018.９.19)

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000
（円） <基準価額の推移>
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【運用状況】
○通貨別構成比
期首（前期末） 期末

ブラジル・レアル
57.9％

その他
4.5％

南アフリカ・ランド
7.5％

インドネシア・ルピア
8.3％

トルコ・リラ
21.8％

トルコ・リラ
29.6％

ブラジル・レアル
38.6％

その他
4.3％

南アフリカ・ランド
8.7％

インドネシア・ルピア
18.8％

※１　比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
※２　現金等はその他として表示しています。なお、その他は未払金等の発生によりマイナスになることがあります。

今後の運用方針
　世界の主要な国際機関が発行するブラジルレアル、トルコリラ、南アフリカランド、インドネシアルピアの各通
貨建て債券を組入れる方針ですが、金利水準および市場流動性などを考慮しながら組入対象通貨については適宜見
直しをはかる方針です。引き続き、中長期的に安定した収益の積み上げをめざします。

CS5_18458536_07_os7One_DIAM高格付外債F_国際機関債MF（運用経過）.indd   15 2018/11/09   15:48:42



16－　　－

■売買及び取引の状況（2017年９月20日から2018年９月19日まで）
　公社債

買 付 額 売 付 額

外

国

千トルコ・リラ 千トルコ・リラ
ト ル コ 特 殊 債 券 45,001 4,848

(－)
千インドネシア・ルピア 千インドネシア・ルピア

イ ン ド ネ シ ア 特 殊 債 券 49,521,100 －
(－)

千ブラジル・レアル 千ブラジル・レアル
ブ ラ ジ ル 特 殊 債 券 16,678 74,885

(－)
千南アフリカ・ランド 千南アフリカ・ランド

南 ア フ リ カ 特 殊 債 券 － 14,165
(－)

（注１）金額は受渡代金です（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。

■１万口当たりの費用明細

項 目 当 期
金 額 比 率

(ａ) そ の 他 費 用 2円 0.016％
（保 管 費 用） (2) (0.016)
（そ の 他） (0) (0.000)
合 計 2 0.016

（注）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。比率欄は
「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額
（13,852円）で除して100を乗じたものです。なお、費用項目
の概要及び注記については６ページ（１万口当たりの費用明
細）をご参照ください。

■利害関係人との取引状況等（2017年９月20日から2018年９月19日まで）
　期中の利害関係人との取引状況

決 算 期 当 期

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ Ｂ／Ａ うち利害関係人
との取引状況Ｄ Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
金 銭 信 託 0.724 0.724 100.0 0.724 0.724 100.0

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドにかかる利害関係人
とは、資産管理サービス信託銀行です。
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■組入資産の明細
公社債
(A) 債券種類別開示
　外国（外貨建）公社債

区 分
当 期 末

額 面 金 額 評 価 額 組入比率 う ち Ｂ Ｂ 格
以下組入比率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額 ５年以上 ２年以上 ２年未満

千トルコ・リラ 千トルコ・リラ 千円 ％ ％ ％ ％ ％
ト ル コ 98,870 85,827 1,507,139 29.6 － － － 29.6

千インドネシア・ルピア 千インドネシア・ルピア 千円
イ ン ド ネ シ ア 129,770,000 125,859,526 956,532 18.8 － － 7.2 11.6

千ブラジル・レアル 千ブラジル・レアル 千円
ブ ラ ジ ル 71,400 72,820 1,963,976 38.6 － － 14.2 24.4

千南アフリカ・ランド 千南アフリカ・ランド 千円
南 ア フ リ カ 58,795 58,930 443,744 8.7 － － － 8.7

千円
合 計 － － 4,871,392 95.7 － － 21.3 74.4

（注１）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。
（注２）組入比率は、期末の純資産総額に対する評価額の比率であり、小数点第２位を四捨五入しています。

(B) 個別銘柄開示
　外国（外貨建）公社債銘柄別

銘 柄
当 期 末

種 類 利 率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日外 貨 建 金 額 邦 貨 換 算 金 額
（トルコ） ％ 千トルコ・リラ 千トルコ・リラ 千円
IBRD 10.0 03/16/20 特 殊 債 券 10.0000 52,100 42,852 752,485 2020/03/16
IFC 10.25 07/11/19 特 殊 債 券 10.2500 37,900 34,396 603,996 2019/07/11
EBRD 8.0 10/11/18 特 殊 債 券 8.0000 5,070 5,016 88,093 2018/10/11
EBRD 20.0 10/16/19 特 殊 債 券 20.0000 3,800 3,562 62,564 2019/10/16

小 計 － － 98,870 85,827 1,507,139 －
（インドネシア） ％ 千インドネシア・ルピア 千インドネシア・ルピア 千円
EIB 7.2 07/09/19 特 殊 債 券 7.2000 79,770,000 77,922,526 592,211 2019/07/09
IADB 5.8 09/28/20 特 殊 債 券 5.8000 50,000,000 47,937,000 364,321 2020/09/28

小 計 － － 129,770,000 125,859,526 956,532 －
（ブラジル） ％ 千ブラジル・レアル 千ブラジル・レアル 千円
IBRD 8.0 01/31/22 特 殊 債 券 8.0000 16,400 16,051 432,913 2022/01/31
EIB 12.0 06/27/19 特 殊 債 券 12.0000 10,000 10,393 280,323 2019/06/27
IFC 10.0 06/14/19 特 殊 債 券 10.0000 35,000 35,727 963,565 2019/06/14
IFC 11.5 10/30/20 特 殊 債 券 11.5000 10,000 10,647 287,173 2020/10/30

小 計 － － 71,400 72,820 1,963,976 －
（南アフリカ） ％ 千南アフリカ・ランド 千南アフリカ・ランド 千円
EIB 9.0 12/21/18 特 殊 債 券 9.0000 58,795 58,930 443,744 2018/12/21

小 計 － － 58,795 58,930 443,744 －
合 計 － － － － 4,871,392 －
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■投資信託財産の構成� 2018年９月19日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
公 社 債 4,871,392 95.7
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 216,371 4.3
投 資 信 託 財 産 総 額 5,087,763 100.0

（注１）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。
（注２）当期末の外貨建資産の投資信託財産総額に対する比率は、5,084,707千円、99.9％です。
（注３）外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、2018年９月19日における邦貨換算

レートは、１アメリカ・ドル＝112.30円、１トルコ・リラ＝17.56円、100インドネシア・ルピア＝0.76円、１ブラジル・レアル＝
26.97円、１南アフリカ・ランド＝7.53円、１ユーロ＝131.03円です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2018年９月19日)現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資 産 5,087,763,957円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 5,088,210
公 社 債(評価額) 4,871,392,522
未 収 利 息 203,855,923
前 払 費 用 7,427,302

(Ｂ) 負 債 －
(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 5,087,763,957

元 本 4,542,691,011
次 期 繰 越 損 益 金 545,072,946

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 4,542,691,011口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,200円

（注１）期首元本額� 5,416,198,005円
追加設定元本額� 87,546,240円
一部解約元本額� 961,053,234円

（注２）期末における元本の内訳
ＤＩＡＭ高格付外債ファンド� 4,542,691,011円
期末元本合計� 4,542,691,011円

■損益の状況
当期　自2017年９月20日　至2018年９月19日

項 目 当 期
(Ａ) 配 当 等 収 益 509,554,424円

受 取 利 息 509,558,108
支 払 利 息 △3,684

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 △2,421,254,875
売 買 益 19,382,796
売 買 損 △2,440,637,671

(Ｃ) そ の 他 費 用 △1,087,515
(Ｄ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △1,912,787,966
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 2,837,353,918
(Ｆ) 解 約 差 損 益 金 △419,746,766
(Ｇ) 追 加 信 託 差 損 益 金 40,253,760
(Ｈ) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 545,072,946

次 期 繰 越 損 益 金(Ｈ) 545,072,946
（注１）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注２）(F)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価

額を差し引いた差額分をいいます。
（注３）(G)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

《お知らせ》
■信用リスクを適正に管理する方法を規定する所要の約款変更を行いました。

（平成30年３月１日）
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